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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】３２０ＭＨｚの帯域幅を使用して通信すること
ができる通信装置が、適切なフレーム構成によってＳｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を通信できるよう
にする。
【解決手段】帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用
する場合、最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示すＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと、二番目の８０ＭＨ
ｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関
する情報を示すＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィ
ールドと、三番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示すＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドと、四番目の８０Ｍ
ＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに
関する情報を示す前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サ
ブフィールドを含むＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａを含むＥＨＴ　
ＴＢ　ＰＰＤＵを通信する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　Ｌ－ＳＴＦ（Ｌｅｇａｃｙ－Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦ（Ｌｅｇａｃｙ－Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉ
ｅｌｄ）と、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧ（Ｌｅｇａｃｙ－Ｓｉｇｎａｌ）と、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　前記通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは
二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕ
ｇｈｐｕｔ‐Ｓｉｇｎａｌ－Ａ）と、
　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈ
ｒｏｕｇｈｐｕｔ‐Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏ
ｕｇｈｐｕｔ‐Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、を含むＥＨＴ　ＴＢ（Ｔ
ｒｉｇｇｅｒ－Ｂａｓｅｄ）　ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を送信する送信手段を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記送信手段は、前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵの送信に用いられるアンテナを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　他の通信装置からトリガーフレームを受信する受信手段と、
　前記送信手段は、前記受信手段により前記トリガーフレームを受信した場合に、前記Ｅ
ＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを前記他の通信装置に送信することを特徴とする請求項１または２
に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記送信手段は、前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵと異なるＰＰＤＵを送信する場合、前記
Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ３、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４を含まないＰＰＤＵを送信
することを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記送信手段は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰ
ＤＵを送信することを特徴とする請求項１から４の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記通信装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィール
ドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィール
ドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とする
請求項１から５の何れか一項に記載の通信装置。
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【請求項７】
　前記通信装置が帯域幅として２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド、前
記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールド、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を示す
ことを特徴とする請求項１から６の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記通信装置が帯域幅として４０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは二
番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、
前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１
サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは前
記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とする請求項
１から７の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記通信装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは二
番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、
前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の２０ＭＨｚサブバンドにお
けるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
４サブフィールドは四番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
に関する情報を示すことを特徴とする請求項１から８の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記通信装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは
二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の４０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは四番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示すことを特徴とする請求項１から９の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記通信装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
は二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示
し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールド
は前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とする請
求項１から１０の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１２】
　通信装置であって、
　Ｌ－ＳＴＦと、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
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３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　他の通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは
二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、
　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを、前記
他の通信装置から受信する受信手段を有することを特徴とする通信装置。
【請求項１３】
　前記受信手段は、前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵの受信に用いられるアンテナを含むこと
を特徴とする請求項１２に記載の通信装置。
【請求項１４】
　前記他の通信装置にトリガーフレームを送信する送信手段と、
　前記受信手段は、前記送信手段により前記トリガーフレームを送信した場合に、前記Ｅ
ＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを前記他の通信装置から受信することを特徴とする請求項１２また
は１３に記載の通信装置。
【請求項１５】
　前記受信手段は、前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵと異なるＰＰＤＵを受信する場合、前記
Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ３、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４を含まないＰＰＤＵを受信
することを特徴とする請求項１２から１４の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１６】
　前記受信手段は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰ
ＤＵを受信することを特徴とする請求項１２から１５の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１７】
　前記他の通信装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィ
ールドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情
報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィ
ールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴と
する請求項１２から１６の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１８】
　前記他の通信装置が帯域幅として２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールド、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を
示すことを特徴とする請求項１２から１７の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項１９】
　前記他の通信装置が帯域幅として４０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
は二番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示
し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
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ｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールド
は前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とする請
求項１２から１８の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２０】
　前記他の通信装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
は二番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示
し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の２０ＭＨｚサブバンド
におけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅ４サブフィールドは四番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅに関する情報を示すことを特徴とする請求項１２から１９の何れか一項に記載の通信
装置。
【請求項２１】
　前記他の通信装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィール
ドは二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の４０ＭＨｚサブバン
ドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは四番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅに関する情報を示すことを特徴とする請求項１２から２０の何れか一項に記載の通
信装置。
【請求項２２】
　前記他の通信装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィー
ルドは二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報
を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィー
ルドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とす
る請求項１２から２１の何れか一項に記載の通信装置。
【請求項２３】
　前記Ｌ－ＳＴＦ、前記Ｌ－ＬＴＦ、および前記Ｌ－ＳＩＧは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔ
ｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｓ）８０２．１１ａｘ規格以前のＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に対応した通信
装置が復号することができるフィールドであることを特徴とする請求項１から２２の何れ
か一項に記載の通信装置。
【請求項２４】
　情報処理装置であって、
　Ｌ－ＳＴＦと、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　前記情報処理装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィール
ドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
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示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバン
ドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、
　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを生成す
る生成手段を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２５】
　トリガーフレームを受信する受信手段と、
　前記生成手段は、前記受信手段により前記トリガーフレームを受信した場合に、前記Ｅ
ＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを生成することを特徴とする請求項２４に記載の情報処理装置。
【請求項２６】
　前記生成手段は、前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵと異なるＰＰＤＵを生成する場合、前記
Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ３、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４を含まないＰＰＤＵを生成
することを特徴とする請求項２４または２５に記載の情報処理装置。
【請求項２７】
　前記生成手段は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰ
ＤＵを生成することを特徴とする請求項２４から２６の何れか一項に記載の情報処理装置
。
【請求項２８】
　前記情報処理装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィ
ールドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情
報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィ
ールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴と
する請求項２４から２７の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項２９】
　前記情報処理装置が帯域幅として２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールド、および前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を
示すことを特徴とする請求項２４から２８の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項３０】
　前記情報処理装置が帯域幅として４０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
は二番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示
し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールド
は前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とする請
求項２４から２９の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項３１】
　前記情報処理装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
は二番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示



(7) JP 2020-141326 A 2020.9.3

10

20

30

40

50

し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の２０ＭＨｚサブバンド
におけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅ４サブフィールドは四番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅに関する情報を示すことを特徴とする請求項２４から３０の何れか一項に記載の情報
処理装置。
【請求項３２】
　前記情報処理装置が帯域幅として１６０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィール
ドは二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の４０ＭＨｚサブバン
ドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは四番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅに関する情報を示すことを特徴とする請求項２４から３１の何れか一項に記載の情
報処理装置。
【請求項３３】
　前記情報処理装置が帯域幅として８０ＭＨｚの帯域幅を２つ使用する場合、前記Ｓｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィー
ルドは二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報
を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ１サブフィールドと同じ値を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィー
ルドは前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値を示すことを特徴とす
る請求項２４から３２の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項３４】
　前記Ｌ－ＳＴＦ、前記Ｌ－ＬＴＦ、および前記Ｌ－ＳＩＧは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔ
ｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｓ）８０２．１１ａｘ規格以前のＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に対応した情報
処理装置が復号することができるフィールドであることを特徴とする請求項２４から３３
の何れか一項に記載の情報処理装置。
【請求項３５】
　前記生成手段によって生成された前記ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵの送信に用いられるアン
テナを更に有することを特徴とする請求項２４から３４の何れか一項に記載の情報処理装
置。
【請求項３６】
　通信装置の制御方法であって、
　Ｌ－ＳＴＦと、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　前記通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは
二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、
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　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを送信す
る送信工程を有することを特徴とする制御方法。
【請求項３７】
　通信装置の制御方法であって、
　Ｌ－ＳＴＦと、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　他の通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔｉａ
ｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは
二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し
、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、
　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを前記他
の通信装置から受信する受信工程を有することを特徴とする制御方法。
【請求項３８】
　情報処理装置の制御方法であって、
　Ｌ－ＳＴＦと、
　前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、
　前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドとを含み、
　前記情報処理装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場合、前記Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉ
ａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィール
ドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８０ＭＨｚサブバン
ドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、
　前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、
　前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを生成す
る生成工程を有することを特徴とする制御方法。
【請求項３９】
　コンピュータを請求項１から２３の何れか一項に記載の通信装置の各手段として機能さ
せるためのプログラム。
【請求項４０】
　コンピュータを請求項２４から３５の何れか一項に記載の情報処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、無線通信によってデータを通信する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）が策定しているＷＬＡＮ通信規格として、ＩＥＥＥ８
０２．１１シリーズ規格が知られている。なお、ＷＬＡＮとはＷｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋの略である。ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格として
は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ規格などの規格がある。
【０００３】
　特許文献１には、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格では、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）によ
る無線通信を実行することが開示されている。ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格では、ＯＦ
ＤＭＡによる無線通信を実行することで、高いピークスループットを実現している。また
、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格では、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅという機能によって
、キャリアセンスレベルを動的に制御することができる。
【０００４】
　ＩＥＥＥでは、次世代のＷＬＡＮ通信規格として、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格の後
継規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏ
ｕｇｈｐｕｔ）規格が検討されている。ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格では、スループ
ット向上を実現するために、電波の帯域幅を拡張することが検討されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１８－５０１３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格では、電波の帯域幅を３２０ＭＨｚまで拡張すること
が検討されている。しかし、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格までは、電波の帯域幅は最大
１６０ＭＨｚまでとされていたため、３２０ＭＨｚの帯域幅を使用して通信する場合に、
Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を通信することができる適切なフレーム構成が
存在しなかった。
【０００７】
　本発明は、３２０ＭＨｚの帯域幅を使用して通信することができる通信装置が、適切な
フレーム構成によってＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を通信できるようにする
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の通信装置は、Ｌ－ＳＴＦ（Ｌｅｇａｃｙ－Ｓｈｏｒ
ｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦ（Ｌｅｇａｃ
ｙ－Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧ（
Ｌｅｇａｃｙ－Ｓｉｇｎａｌ）と、前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールド
と、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サ
ブフィールドとを含み、前記通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使用する場
合、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ２サブフィールドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三番目の８
０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐ
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ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　
Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ‐Ｓｉｇｎａｌ－Ａ）と、前記ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａの後
のＥＨＴ－ＳＴＦ（Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ‐Ｓｈｏｒｔ
　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）と、前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦ（Ｅｘ
ｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ‐Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉ
ｅｌｄ）と、を含むＥＨＴ　ＴＢ（Ｔｒｉｇｇｅｒ－Ｂａｓｅｄ）　ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を送信する送信手段を
有する。
【０００９】
　また、本発明の他の側面の通信装置は、Ｌ－ＳＴＦと、前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴ
Ｆと、前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、
Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフ
ィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅ４サブフィールドとを含み、他の通信装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使
用する場合、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブ
バンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三
番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、
前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにお
けるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、前記ＥＨＴ
－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を
含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを、前記他の通信装置から受信する受信手段を有する。
【００１０】
　また、本発明の情報処理装置は、Ｌ－ＳＴＦと、前記Ｌ－ＳＴＦの後のＬ－ＬＴＦと、
　前記Ｌ－ＬＴＦの後のＬ－ＳＩＧと、前記Ｌ－ＳＩＧの後のフィールドであって、Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィー
ルドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドと、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
４サブフィールドとを含み、前記情報処理装置が帯域幅として３２０ＭＨｚの帯域幅を使
用する場合、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは最初の８０ＭＨｚサブ
バンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドは三
番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示し、
前記Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは四番目の８０ＭＨｚサブバンドにお
けるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示すＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａと、前記ＥＨＴ
－ＳＩＧ－Ａの後のＥＨＴ－ＳＴＦと、前記ＥＨＴ－ＳＴＦの後のＥＨＴ－ＬＴＦと、を
含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを生成する生成手段を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、３２０ＭＨｚの帯域幅を使用して通信することができる通信装置が、
適切なフレーム構成によってＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を通信できるよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】通信装置１０３が参加するネットワークの構成を示す図である。
【図２】通信装置１０３のハードウェア構成を示す図である。
【図３】通信装置１０３が送信するＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵのＰＨＹフレーム構成の一例
を示す図である。
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【図４】ＥＨＴ－ＳＩＧ－ＡのＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４の各サブフィールドの
値に対応する意味の一例を示す図である。
【図５】使用帯域幅毎の、ＥＨＴ－ＳＩＧ－ＡのＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブ
フィールドと、サブバンドとの関係の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、以下の実施
形態において示す構成は一例に過ぎず、本発明は図示された構成に限定されるものではな
い。
【００１４】
　図１に、本実施形態に係る通信装置１０３が参加するネットワークの構成を示す。通信
装置１０３～１０５は、ネットワーク１０１に参加する役割を有するステーション（ＳＴ
Ａ，Ｓｔａｔｉｏｎ）である。また、通信装置１０２は、ネットワーク１０１を構築する
役割を有するアクセスポイント（ＡＰ，Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）である。各通信装置
はＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に対応しており、ネットワーク１０１を介してＩＥＥ
Ｅ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した無線通信を実行することができる。なお、ＩＥＥＥ
はＩｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ
　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓの略である。また、ＥＨＴは、Ｅｘｔｒｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔ
ｈｒｏｕｇｈｐｕｔの略である。なお、ＥＨＴは、Ｅｘｔｒｅｍｅ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏ
ｕｇｈｐｕｔの略であると解釈してもよい。各通信装置は、２．４ＧＨｚ帯、５ＧＨｚ帯
、および６ＧＨｚ帯の周波数帯域において通信することができる。また、各通信装置は、
２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、１６０ＭＨｚ、および３２０ＭＨｚの帯域幅を使
用して通信することができる。
【００１５】
　通信装置１０２～１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠したＯＦＤＭＡ通
信を実行することで、複数のユーザの信号を多重する、マルチユーザ（ＭＵ、Ｍｕｌｔｉ
　Ｕｓｅｒ）通信を実現することができる。ＯＦＤＭＡ通信とは、Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（直交周波
数分割多元接続）の略である。ＯＦＤＭＡ通信では、分割された周波数帯域の一部（ＲＵ
、Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ）が各ＳＴＡに夫々重ならないように割り当てられ、各Ｓ
ＴＡの搬送波が直交する。そのため、ＡＰは複数のＳＴＡと並行して通信することができ
る。
【００１６】
　また、通信装置１０２～１０５はＭＵ　ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｏｕｔｐｕｔ）通信によるＭＵ通信を
実現することができる。この場合、通信装置１０２は複数のアンテナを有し、１以上のア
ンテナを通信装置１０３～１０５の夫々に割り当てることで、複数のＳＴＡとの同時通信
を実現することができる。通信装置１０２は、通信装置１０３～１０５の夫々に対して送
信する電波が干渉しないように調整することで、複数のＳＴＡに対して同時に電波を送信
することができる。
【００１７】
　また、通信装置１０２～１０５は、キャリアセンスレベルの動的な制御を行うことがで
きる、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅという機能を有している。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅには、ＯＢＳＳ　ＰＤ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄｅｔｅｃｔ）－ｂａｓｅｄと、ＳＲＰ（Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ）－ｂａｓｅｄの二つの種類がある。なお
、ＯＢＳＳはｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔの略である
。ＯＢＳＳ　ＰＤ－ｂａｓｅｄでは、通信装置は受信パケットについて、自装置が属する
ＢＳＳからのパケットなのか、あるいは自装置が属さない他のＢＳＳからのパケットなの
かに基づいて、キャリアセンスの閾値を変えるように制御する。具体的には、通信装置は
、自装置が属さない他のＢＳＳからのパケットの場合、キャリアセンスの閾値をあげるよ
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うに制御する。これにより、従来は通信の抑制が実行されていた、自装置が属さない他の
ＢＳＳのパケットが通信されている場合であっても、自装置の通信を実行することができ
る。また、ＳＲＰ－ｂａｓｅｄでは、通信装置は、自装置が属さない他のＢＳＳの受信動
作に影響を与えない送信電力によって、自装置からの送信を行う。なお、ＳＲＰ－ｂａｓ
ｅｄは、自装置が属さない他のＢＳＳがその実行を許可している場合のみ実行できる。こ
れにより、通信装置は他のＢＳＳのＡＰがデータを受信している期間であっても、データ
の送信を行うことができるようになる。
【００１８】
　このように、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ機能を有している場合、ＳＴＡである通信装
置１０３～１０５は、ＡＰである通信装置１０２に対して、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
の夫々の機能の実行が許可されているか否かを通知する必要がある。なお、通信装置１０
３～１０５において、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの夫々の機能の実行可否は、ユーザに
よって設定されてもよいし、予めプリセットされていてもよい。あるいは、通信装置１０
３～１０５は、自装置が送信するデータのデータ量やデータの優先度に基づいて、Ｓｐａ
ｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの夫々の機能の実行可否を設定してもよい。また、通信装置１０３
～１０５は、ＳＲＰ－ｂａｓｅｄによるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅを実行する場合、自
装置が利用する送信電力の上限を、ＡＰである通信装置１０２に通知する必要がある。そ
のため、通信装置１０３～１０５は、通信装置１０２に対して、これらの情報を、ＰＨＹ
フレームを用いて、ＡＰである通信装置１０２に通知する。
【００１９】
　なお、通信装置１０２～１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に対応するとした
が、これに加えて、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格より前の規格であるレガシー規格に
対応していてもよい。具体的には、通信装置１０２～１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ
／ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ規格の少なくとも何れか一つに対応していてもよい。また、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に加えて、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＮＦＣ、
ＵＷＢ、ＺｉｇＢｅｅ、ＭＢＯＡなどの他の通信規格に対応していてもよい。なお、ＵＷ
ＢはＵｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄの略であり、ＭＢＯＡはＭｕｌｔｉ　Ｂａｎｄ　Ｏ
ＦＤＭ　Ａｌｌｉａｎｃｅの略である。また、ＮＦＣはＮｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎの略である。ＵＷＢには、ワイヤレスＵＳＢ、ワイヤレス１３９４、
ＷｉＮＥＴなどが含まれる。また、有線ＬＡＮなどの有線通信の通信規格に対応していて
もよい。
【００２０】
　通信装置１０２の具体例としては、無線ＬＡＮルーターやＰＣなどが挙げられるが、こ
れらに限定されない。また、通信装置１０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠
した無線通信を実行することができる無線チップなどの情報処理装置であってもよい。ま
た、通信装置１０３～１０５の具体的な例としては、カメラ、タブレット、スマートフォ
ン、ＰＣ、携帯電話、ビデオカメラなどが挙げられるが、これらに限定されない。また、
通信装置１０３～１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した無線通信を実行
することができる無線チップなどの情報処理装置であってもよい。また、図１のネットワ
ークは１台のＡＰと３台のＳＴＡによって構成されるネットワークであるが、ＡＰおよび
ＳＴＡの台数はこれに限定されない。なお、無線チップなどの情報処理装置は、生成した
信号を送信するためのアンテナを有する。
【００２１】
　図２に、本発明における通信装置１０３のハードウェア構成を示す。通信装置１０３は
、記憶部２０１、制御部２０２、機能部２０３、入力部２０４、出力部２０５、通信部２
０６、およびアンテナ２０７を備える。
【００２２】
　記憶部２０１はＲＯＭやＲＡＭ等のメモリにより構成され、後述する各種動作を行うた
めのコンピュータプログラムや、無線通信のための通信パラメータ等の各種情報を記憶す
る。ＲＯＭはＲｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙの、ＲＡＭはＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓ
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ｓ　Ｍｅｍｏｒｙの夫々略である。なお、記憶部２０１として、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモ
リの他に、フレキシブルディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＤＶＤなどの記憶媒体を用
いてもよい。また、記憶部２０１が複数のメモリ等を備えていてもよい。
【００２３】
　制御部２０２は、例えばＣＰＵやＭＰＵ等の１以上のプロセッサにより構成され、記憶
部２０１に記憶されたコンピュータプログラムを実行することにより、通信装置１０３全
体を制御する。なお、制御部２０２は、記憶部２０１に記憶されたコンピュータプログラ
ムとＯＳ（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）との協働により、通信装置１０３全体を
制御するようにしてもよい。また、制御部２０２は、他の通信装置との通信において送信
するデータや信号を生成する。なお、ＣＰＵはＣｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　
Ｕｎｉｔの、ＭＰＵは、Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔの略である。また
、制御部２０２がマルチコア等の複数のプロセッサを備え、複数のプロセッサにより通信
装置１０３全体を制御するようにしてもよい。
【００２４】
　また、制御部２０２は、機能部２０３を制御して、無線通信や、撮像、印刷、投影等の
所定の処理を実行する。機能部２０３は、通信装置１０３が所定の処理を実行するための
ハードウェアである。
【００２５】
　入力部２０４は、ユーザからの各種操作の受付を行う。出力部２０５は、モニタ画面や
スピーカーを介して、ユーザに対して各種出力を行う。ここで、出力部２０５による出力
とは、モニタ画面上への表示や、スピーカーによる音声出力、振動出力などであってもよ
い。なお、タッチパネルのように入力部２０４と出力部２０５の両方を１つのモジュール
で実現するようにしてもよい。また、入力部２０４および出力部２０５は、夫々通信装置
１０３と一体であってもよいし、別体であってもよい。
【００２６】
　通信部２０６は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に準拠した無線通信の制御を行う。
また、通信部２０６は、ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に加えて、他のＩＥＥＥ８０２
．１１シリーズ規格に準拠した無線通信の制御や、有線ＬＡＮ等の有線通信の制御を行っ
てもよい。通信部２０６は、アンテナ２０７を制御して、制御部２０２によって生成され
た無線通信のための無線信号の送受信を行う。なお、通信装置１０３が、ＩＥＥＥ８０２
．１１ＥＨＴ規格に加えて、ＮＦＣ規格やＢｌｕｅｔｏｏｔｈ規格等に対応している場合
、これらの通信規格に準拠した無線通信の制御を行ってもよい。また、通信装置１０３が
複数の通信規格に準拠した無線通信を実行できる場合、夫々の通信規格に対応した通信部
２０６とアンテナ２０７を個別に有する構成であってもよい。通信装置１０３は通信部２
０６を介して、画像データや文書データ、映像データ等のデータを通信装置１０２と通信
する。なお、アンテナ２０７は、通信部２０６と別体として構成されていてもよいし、通
信部２０６と合わせて一つのモジュールとして構成されていてもよい。
【００２７】
　なお、通信装置１０２、１０４、および１０５も、通信装置１０３と同様のハードウェ
ア構成を有していてもよい。
【００２８】
　図３には、本実施形態において、通信装置１０３が通信するＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵの
ＰＨＹフレーム構成の一例を示す。なお、ＴＢはＴｒｉｇｇｅｒ－Ｂａｓｅｄの略である
。また、ＰＰＤＵはＰｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ（ＰＨＹ）　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａ
ｔａ　Ｕｎｉｔの略である。
【００２９】
　ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵは、ＡＰである通信装置１０２から送信されたトリガーフレー
ムを受信した通信装置１０３が送信する信号である。ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵは、トリガ
ーフレームに対する応答として送信される際に利用される。本フレームは、先頭部からＬ
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－ＳＴＦ３０１、Ｌ－ＬＴＦ３０２、Ｌ－ＳＩＧ３０３、ＲＬ－ＳＩＧ３０４、ＥＨＴ－
ＳＩＧ－Ａ３０５、ＥＨＴ－ＳＴＦ３０６、およびＥＨＴ－ＬＴＦ３０７によって構成さ
れる。また、ＥＨＴ－ＬＴＦ３０７の後に、データフィールド３０８、およびＰａｃｋｅ
ｔ　Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎ３０９が続くように構成される。なお、ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵ
の各フィールドの並び順は、これに限らない。ＳＴＦはＳｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　
Ｆｉｅｌｄ、ＬＴＦはＬｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ、ＳＩＧはＳｉｇｎａｌ
の略である。また、Ｌ－はＬｅｇａｃｙの略であり、例えばＬ－ＳＴＦはＬｅｇａｃｙ　
Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄの略である。同様にＥＨＴ－はＥｘｔｒｅｍ
ｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔの略であり、例えばＥＨＴ－ＳＴＦはＥｘｔｒ
ｅｍｅｌｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅ
ｌｄの略である。また、ＲＬ－ＳＩＧは、Ｒｅｐｅａｔｅｄ　Ｌｅｇａｃｙ　Ｓｉｇｎａ
ｌの略である。
【００３０】
　Ｌ－ＳＴＦ３０１、Ｌ－ＬＴＦ３０２、およびＬ－ＳＩＧ３０３は、夫々ＩＥＥＥ８０
２．１１ＥＨＴ規格より前に策定されたレガシー規格である、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／
ｂ／ｇ／ｎ／ａｃ／ａｘ規格に対して後方互換性がある。即ち、Ｌ－ＳＴＦ３０１、Ｌ－
ＬＴＦ３０２、およびＬ－ＳＩＧ３０３は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格以前のＩＥＥ
Ｅ８０２．１１シリーズ規格に対応する通信装置が復号することが可能なレガシーフィー
ルドである。
【００３１】
　Ｌ－ＳＴＦ３０１は、無線パケット信号の検出、自動利得制御（ＡＧＣ、Ａｕｔｏｍａ
ｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）やタイミング検出などに用いられる。Ｌ－ＬＴＦ３
０２は高精度周波数・時刻同期化や伝搬チャンネル情報（ＣＳＩ、Ｃｈａｎｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）取得などに用いられる。Ｌ－ＳＩＧ３０３は、デー
タ送信率やパケット長の情報を含んだ制御情報を送信するために用いられる。なお、ＲＬ
－ＳＩＧ３０４は省略してもよい。
【００３２】
　ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ３０５、ＥＨＴ－ＳＴＦ３０６、およびＥＨＴ－ＬＴＦ３０７は、
ＩＥＥＥ８０２．１１ＥＨＴ規格に対応した通信装置が復号することが可能なフィールド
である。
【００３３】
　なお、Ｌ－ＳＴＦ３０１、Ｌ－ＬＴＦ３０２、Ｌ－ＳＩＧ３０３、ＲＬ－ＳＩＧ３０４
、ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ３０５、ＥＨＴ－ＳＴＦ３０６、およびＥＨＴ－ＬＴＦ３０７をま
とめてＰＨＹプリアンブルとする。
【００３４】
　ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ３０５は、ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１フィールドとＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ
２フィールドの２つのフィールドに分かれる。
【００３５】
　ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ１フィールドは、表１に示したサブフィールドから構成される。
【００３６】
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【表１】

【００３７】
　通信装置１０３は、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４の夫々のサブフィールドを用い
て、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。
【００３８】
　図４に、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４の各サブフィールドの値に対応する意味を
示す。
【００３９】
　サブフィールドの値が０の場合は、ＳＲＰ＿ＤＩＳＡＬＬＯＷという意味であって、こ
れはＳＲＰ－ｂａｓｅｄによるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの禁止を意味する。また、サ
ブフィールドの値が１５の場合は、ＳＲＰ＿ＡＮＤ＿ＮＯＮ＿ＳＲＧ＿ＯＢＳＳ＿ＰＤ＿
ＰＲＯＨＩＢＩＴＥＤという意味であって、ＳＲＰ－ｂａｓｅｄ、およびＯＢＳＳ　ＰＤ
－ｂａｓｅｄによるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの禁止を意味する。なお、サブフィール
ドの値が１～１４の場合は、夫々ＳＲＰ－ｂａｓｅｄによるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ
を実行する場合に、通信装置１０３が利用する送信電力の上限を意味する。
【００４０】
　なお、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、通信装置１０２と通信装
置１０３との通信において使用される帯域幅のサブバンドに対応する。例えば、通信装置
１０２と通信装置１０３との通信において、８０ＭＨｚの帯域幅が使用される場合、Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、２０ＭＨｚサブバンドの夫々に対応す
る。
【００４１】
　図５に、使用帯域幅毎の、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドと、サブ
バンドとの関係を示した。
【００４２】
　使用帯域幅が２０ＭＨｚの帯域幅の場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィール
ドは、最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２～４サブフィールドには、Ｓｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値が入る。
【００４３】
　使用帯域幅が４０ＭＨｚの帯域幅の場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィール
ドは、最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは、二番目の２０ＭＨｚサブ
バンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。ただし、利用している
周波数帯域が２．４ＧＨｚ帯の場合は、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと
同じ値が入る。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドにはＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ１サブフィールドと同じ値が入る。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィ
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ールドにはＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値が入る。
【００４４】
　使用帯域幅が８０ＭＨｚの帯域幅の場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィール
ドは、最初の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を
示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは、二番目の２０ＭＨｚサブ
バンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅ３サブフィールドは、三番目の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは、四番目
の２０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。
【００４５】
　使用帯域幅が１６０ＭＨｚの帯域幅の場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドは、最初の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報
を示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは、二番目の４０ＭＨｚサ
ブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ３サブフィールドは、三番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは、四番
目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。
【００４６】
　使用帯域幅として、８０ＭＨｚの帯域幅のバンドを２つ（８０＋８０ＭＨｚ）使用する
場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは、最初の４０ＭＨｚサブバンドに
おけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕ
ｓｅ２サブフィールドは、二番目の４０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅ
ｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドにはＳｐａｔ
ｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値が入る。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓ
ｅ４サブフィールドにはＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値が入る。
【００４７】
　使用帯域幅が３２０ＭＨｚの帯域幅の場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィー
ルドは、最初の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報
を示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは、二番目の８０ＭＨｚサ
ブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ３サブフィールドは、三番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ４サブフィールドは、四番
目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。
【００４８】
　使用帯域幅として、１６０ＭＨｚの帯域幅のバンドを２つ（１６０＋１６０ＭＨｚ）使
用する場合、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドは、最初の８０ＭＨｚサブバ
ンドにおけるＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。また、Ｓｐａｔｉａｌ　
Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドは、二番目の８０ＭＨｚサブバンドにおけるＳｐａｔｉａｌ
　Ｒｅｕｓｅに関する情報を示す。Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ３サブフィールドにはＳ
ｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１サブフィールドと同じ値が入る。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ４サブフィールドにはＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ２サブフィールドと同じ値が
入る。
【００４９】
　このように、ＳＴＡである通信装置１０３は、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅに関する情
報を含めたＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを生成し、送信することで、ＡＰである通信装置１０
２に、自装置のＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの利用に関する情報を通知できる。
【００５０】
　また、ＡＰである通信装置１０２は、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィール
ドを含むＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを通信装置１０３から受信することで、通信装置１０３
のＳｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅの利用に関する情報を取得できる。
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【００５１】
　なお、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵ
に含まれるフィールドであって、それ以外のＰＰＤＵには含まれない。具体的には、Ｓｐ
ａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、シングルユーザ通信（ＡＰと単一のＳ
ＴＡ間での通信）を実行する際に通信されるＥＨＴ　ＳＵ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ）　
ＰＰＤＵには含まれない。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、
通信距離を拡張したシングルユーザ通信を実行する際に通信されるＥＨＴ　ＥＲ（Ｅｘｔ
ｅｎｄｅｄ　Ｒａｎｇｅ）　ＳＵ　ＰＰＤＵにも含まれない。また、Ｓｐａｔｉａｌ　Ｒ
ｅｕｓｅ１～４サブフィールドは、ＭＵ通信を実行する際に通信されるＥＨＴ　ＭＵ　Ｐ
ＰＤＵにも含まれない。
【００５２】
　本実施形態において、ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵのＰＨＹフレームは、ＩＥＥＥ８０２．
１１ａｘ規格以前のＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に対応する通信装置が復号するこ
とができるレガシーフィールドを含むとしたが、これに限らない。具体的には、ＥＨＴ　
ＴＢ　ＰＰＤＵのＰＨＹフレームは、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧ、ＲＬ－ＳＩ
Ｇを含まないように構成されてもよい。この場合、ＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵのＰＨＹフレ
ームは、先頭部から、ＥＨＴ－ＳＴＦ，ＥＨＴ－ＬＴＦ，ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａ，ＥＨＴ－
ＬＴＦ、データフィールド、およびＰａｃｋｅｔ　Ｅｘｔｅｎｔｉｏｎによって構成され
てもよい。なお、ＥＨＴ－ＳＩＧ－Ａフィールドに続くＥＨＴ－ＬＴＦは省略してもよい
。例えば通信装置１０３が６ＧＨｚ帯で通信する場合、ＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ規格以
前の規格のみに対応する通信装置は信号を受信しないため、レガシーフィールドを含まな
いＥＨＴ　ＴＢ　ＰＰＤＵを用いて通信してもよい。
【００５３】
　また、本実施形態で用いた各フィールドの名称や、ビットの位置、ビット数は本実施形
態で記載したものに限らず、同様の情報が、異なるフィールド名や異なる位置、ビット数
でＰＨＹフレームに格納されても良い。
【００５４】
　以上、実施形態を詳述したが、本発明は例えば、システム、装置、方法、プログラム若
しくは記録媒体（記憶媒体）などとしての実施態様をとることが可能である。具体的には
、複数の機器（例えば、ホストコンピュータ、インタフェース機器、撮像装置、ｗｅｂア
プリケーションなど）から構成されるシステムに適用してもよいし、また、一つの機器か
らなる装置に適用してもよい。
【００５５】
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００５６】
　２０１　記憶部
　２０２　制御部
　２０３　機能部
　２０４　入力部
　２０５　出力部
　２０６　通信部
　２０７　アンテナ
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